
使用説明書

〈用紙の仕様とセット方法〉

安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず『はじめにお読みください』「安全上のご注意」をお読みください。
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1. 原稿をセットする
セットできる原稿の種類とセット方法を説明します。

セットできる原稿サイズと紙厚
原稿ガラスまたは自動原稿送り装置（ADF）にセットできる原稿のサイズと紙厚について
説明します。

imagio MP C5002/C4002 シリーズ

原稿セット先 原稿サイズ 原稿紙厚

原稿ガラス A3 （297×420mm）、11×17
（279×432mm）まで

-

自動原稿送り装置
（ADF）
（片面）

A3 ～B6 、11×17 ～
81/2×11

40～128g/m2（35～110kg）

自動原稿送り装置
（ADF）
（両面）

A3 ～A5 、11×17 ～
81/2×11

52～128g/m2（45～110kg）

自動原稿送り装置
（ADF）
（サイズ混載）

A3 、B4 、A4 、B5 、11
×17 、81/2×11

52～81g/m2（45～70kg）

imagio MP C3302/C2802 シリーズ

原稿セット先 原稿サイズ 原稿紙厚

原稿ガラス A3 （297×420mm）、11×17
（279×432mm）まで

-

自動原稿送り装置
（ADF）
（片面）

A3 ～A5 、11×17 ～
81/2×11

40～128g/m2（35～110kg）

自動原稿送り装置
（ADF）
（両面）

A3 ～A5 、11×17 ～
81/2×11

52～105g/m2（45～90kg）
11×17 は 64～105g/m2（55～
90kg）

自動原稿送り装置
（ADF）
（サイズ混載）

A3 、B4 、A4 、B5 、11
×17 、81/2×11

52～105g/m2（45～90kg）

• imagio MP C5002/C4002 シリーズを使用しているときに、自動原稿送り装置（ADF）
にセットできる枚数は、「マイペーパー」の場合、約 120 枚です。
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• imagio MP C3302/C2802 シリーズを使用しているときに、自動原稿送り装置（ADF）
にセットできる枚数は、「マイペーパー」の場合、約 60 枚です。

最大読み取り範囲

原稿ガラスまたは自動原稿送り装置（ADF）にセットした原稿の読み取り範囲について説
明します。

原稿ガラスにセットしているとき

原稿を原稿ガラスにセットしたときの最大読み取り範囲について説明します。

原稿ガラスにセットしたときの最大読み取り範囲

CJV619

11

3322

1. セット基準

2. 縦の長さ

297mm

3. 横の長さ

432mm

原稿ガラスにセットできる最大定形サイズ

A3 、11×17

自動原稿送り装置（ADF）にセットしているとき

原稿を自動原稿送り装置（ADF）にセットしたときの最大読み取り範囲について説明しま
す。

1. 原稿をセットする
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自動原稿送り装置（ADF）にセットしたときの最大読み取り範囲

CJV620

2211

1. 縦の長さ

297mm

2. 横の長さ

• コピー機能のとき

1,260mm

• ファクス機能のとき

• 片面：1,200mm

• 両面：432mm

自動原稿送り装置（ADF）にセットできる最大定形サイズ

A3 、11×17

画像欠け範囲

原稿ガラスまたは自動原稿送り装置（ADF）に正しくセットしても、原稿の周囲から内側
数 mm は読み取れないことがあります。

画像欠け範囲

CJV621

11

22

33 44

1. 先端：4.2±1.5mm

2. 後端：0.5～6.0mm（両面時は 3.0～6.0mm）

3. 左：0.5～4.0mm

セットできる原稿サイズと紙厚

5



4. 右：0.5～4.0mm

1. 原稿をセットする
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自動的に検知される原稿サイズ
自動的に検知される原稿サイズは下記のとおりです。

imagio MP C5002/C4002 シリーズ

原稿
セット
先

A3 B4 A4 B5 A5 B6
11×17 11×15 81/2×1

1

原稿ガ
ラス

*1 *4

自動原
稿送り
装置
（ADF）

*2 *3

は、原稿サイズが自動的に検知されることを表します。

は、自動的に検知されないことを表します。

*1 A5 を原稿ガラスで検知できるようにするには、サービス実施店に連絡してください。

*2 B6 の両面原稿は使用できません。

*3 11×17 の代わりに 11×15 を検知できるようにするには、サービス実施店に連絡してく
ださい。

*4 A4 の代わりに 81/2×11 、または A4 の代わりに 81/2×11 を原稿ガラスで検知できる
ようにするには、サービス実施店に連絡してください。

imagio MP C3302/C2802 シリーズ

原稿
セット
先

A3 B4 A4 B5 A5
11×17 11×15 81/2×11

原稿ガ
ラス

*1 *3

自動原
稿送り
装置
（ADF）

*2

は、原稿サイズが自動的に検知されることを表します。

は、自動的に検知されないことを表します。

*1 A5 を原稿ガラスで検知できるようにするには、サービス実施店に連絡してください。

*2 11×17 の代わりに 11×15 を検知できるようにするには、サービス実施店に連絡してく
ださい。

自動的に検知される原稿サイズ
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*3 A4 の代わりに 81/2×11 、または A4 の代わりに 81/2×11 を原稿ガラスで検知できる
ようにするには、サービス実施店に連絡してください。

• 自動検知されないサイズの原稿を自動原稿送り装置（ADF）で読み取ると、原稿とは
異なる用紙サイズで読み取られます。

• 自動検知されないサイズの原稿をセットするときは、原稿のサイズを設定してくださ
い。サイズの設定を行わないと画像が欠けたり正しく出力されないことがあります。
設定方法は、『コピー/ドキュメントボックス』「原稿のサイズを指定する」、『ファク
ス』「読み取りサイズを設定する」、『スキャナー』「読み取り条件の設定項目」を参照
してください。

サイズを読み取りにくい原稿

次のような原稿はサイズが自動的に検知されないため、ファクスの送信先で正しいサイズ
の用紙が選択されないことがあります。また出力するときも正しいサイズの用紙が選択
されないことがあります。

次のような原稿をセットするときは、手動で用紙サイズを選択してください。

• 付せんやインデックスなど、はみ出た部分のある原稿

• OHP フィルムやトレーシングペーパー（第二原図用紙）のように透明度の高い原稿

• 文字や絵柄部などが多く、全体に黒っぽい原稿

• 部分的に塗りつぶしてある原稿

• 周囲が塗りつぶされている原稿

• 表面がツルツルすべる原稿

• 本などの原稿を開いてセットし、厚さが 10mm 以上のとき

1. 原稿をセットする
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原稿ガラスにセットする

• 自動原稿送り装置（ADF）は、強く跳ね上げないようにしてください。自動原稿送り
装置（ADF）のカバーが開いたり破損したりすることがあります。

1.原稿カバー、または自動原稿送り装置（ADF）を上げます。

原稿カバー、または自動原稿送り装置（ADF）の開閉で原稿サイズが読み取られま
す。30 度以上の角度で確実に開いてください。

2.読み取りたい面を下にし、左奥のセット基準に原稿を合わせてセットします。

原稿は先頭ページから順にセットします。

CJW001

11

1. セット基準

3.原稿カバー、または自動原稿送り装置（ADF）を閉めます。

• 厚みのある本や立体物を原稿ガラスの上にセットして自動原稿送り装置（ADF）を閉
めると、自動原稿送り装置（ADF）の奥側が原稿の厚みに応じて持ち上がります。自
動原稿送り装置（ADF）の奥側に手を入れたまま、自動原稿送り装置（ADF）を閉め
ないでください。

CJW002

原稿ガラスにセットする
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• 修正液やインクなどが完全に乾いていない原稿はセットしないでください。原稿ガ
ラスが汚れ、その汚れが読み取られます。

• 原稿サイズを指定する方法は、『コピー/ドキュメントボックス』「原稿のサイズを指定
する」、『ファクス』「読み取りサイズを設定する」、『スキャナー』「読み取り条件の設
定項目」を参照してください。

• セットできる原稿サイズについては、P.3「セットできる原稿サイズと紙厚」を参照
してください。

原稿忘れ検知

原稿ガラスに原稿をセットして読み取ったあと、セットした原稿を忘れないようにブザー
音とエラーメッセージが表示されます。

ブザー音は、「ピーピーピーピーピー」と同じパターンを 4 回繰り返します。

［基本コピー設定］の［原稿忘れブザー音］で、設定を変更できます。詳しくは、『コ
ピー/ドキュメントボックス』「基本コピー設定」を参照してください。

1. 原稿をセットする
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自動原稿送り装置（ADF）にセットする
自動原稿送り装置（ADF）のセンサーを手でふさいだり、原稿を浮かせたりしないでくだ
さい。サイズが正しく読み取れなかったり、原稿づまりのメッセージが表示されたりする
ことがあります。また上カバーの上に物や原稿などを置かないでください。誤動作の原
因になります。

imagio MP C5002/C5002 SP/C5002 SPF/C4002/C4002 SP/C4002 SPF

CJW004

1

imagio MP C5002A SP/C4002A SP

CJW005

1

imagio MP C3302/C2802 シリーズ

1

CJW003

1. センサー

自動原稿送り装置（ADF）にセットする
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1.原稿ガイドを原稿サイズに合わせます。

2.読み取りたい面を上にし、原稿をそろえて自動原稿送り装置（ADF）にまっ
すぐセットします。

原稿は上限表示を超えないようにセットしてください。

原稿は先頭ページが一番上になるようにセットします。

• imagio MP C5002/C5002 SP/C5002 SPF/C4002/C4002 SP/C4002 SPF

CJW007

1

2

• imagio MP C5002A SP/C4002A SP

CJW008

2

1

• imagio MP C3302/C2802 シリーズ

CJW006

1

2

1. 上限表示

2. 原稿ガイド

1. 原稿をセットする
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• 自動原稿送り装置（ADF）でできることについては、『コピー/ドキュメントボックス』
「原稿の設定」を参照してください。

• カールの大きい原稿は、矯正してからセットしてください。

• 複数枚の原稿が重なったまま一度に送られないように、原稿をパラパラとほぐしてか
らセットしてください。

• imagio MP C5002A SP/C4002A SP の自動原稿送り装置（ADF）に原稿をセットする
と、自動原稿送り装置（ADF）の底板が自動的に上昇します。

• 修正液やインクなどが完全に乾いていない原稿はセットしないでください。読み取
りガラスが汚れ、その汚れが読み取られます。

• セットできる原稿サイズについては、P.3「セットできる原稿サイズと紙厚」を参照
してください。

自動原稿送り装置（ADF）にセットできない原稿

不適切な原稿を自動原稿送り装置（ADF）にセットすると、紙づまり、原稿破損、白す
じ、黒すじの原因になることがあります。

次のような原稿は、原稿ガラスにセットしてください。

• ステープラーの針やクリップのついた原稿

• 穴、破れのある原稿

• そり、折れ、しわのある原稿

• はり合わせた原稿

• 粘着テープやのりのついた原稿

• 感熱紙、アート紙、銀紙、カーボン紙、導電性の用紙などのように表面が加工された
原稿

• ミシンがけ原稿

• インデックスや付せんなど、はみ出た部分のある原稿

• トレーシングペーパー（第二原図用紙）などのようにすべりにくい原稿

• 登記簿などに使用されるような薄くてやわらかい原稿

• 郵便はがきのような厚い原稿

• 本などのようにとじてある原稿

• OHP フィルムやトレーシングペーパー（第二原図用紙）などのように透明度の高い原
稿

• こするとかすれやすい原稿（鉛筆などで書かれた原稿）をセットすると原稿が汚れる
ことがあります。

自動原稿送り装置（ADF）にセットする
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1. 原稿をセットする
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2. 用紙をセットする
給紙トレイや給紙テーブルに用紙をセットする方法を説明します。

用紙をセットするときの注意事項

• 用紙（記録紙）を交換するときは、指を挟んだり、けがをしないよう
に注意してください。

• セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を超えないようにしてくだ
さい。

• 複数枚の用紙が重なったまま一度に送られないように、用紙をパラパラとほぐしてか
らセットしてください。

• トレイに少量の用紙が残っている状態で用紙を補給すると、重送を起こすことがあり
ます。トレイ内の用紙を一度取り出して、補給する用紙とともに、パラパラとほぐし
てからセットし直してください。（重送とは紙が重なって送られることです。）

• カールしている用紙、そりのある用紙は直してからセットしてください。

• セットできる用紙サイズ、種類は P.43「セットできる用紙サイズ、種類」を参照し
てください。

• ご使用の環境により、まれに用紙のこすれによる異音が発生することがありますが、
本機の故障ではありません。
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給紙トレイに用紙をセットする
用紙のセット方法は各トレイとも同じです。ここでは、トレイ 2 に用紙をセットする方法
を例に説明します。

• トレイ 1 には用紙サイズの自動検知機能がありません。操作パネルで用紙サイズを
設定してください。用紙サイズの設定方法は、P.40「自動検知されないサイズの用
紙をセットする」を参照してください。

• 給紙トレイを戻すときに勢いよく押し込むと、トレイのサイドフェンスの位置がずれ
ることがあります。

• 用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。

• 用紙を少数枚セットしたときは、サイドフェンスを寄せすぎないでください。サイド
フェンスを寄せすぎると、端が折れたり、用紙がつまったり、薄紙を使用したときに
しわになることがあります。

1.給紙トレイをゆっくりと引き出します。

CJW011

2.印刷する面を上にして、用紙をそろえてセットします。

上限表示を超えないようにしてください。

CJW012

3.給紙トレイをゆっくりと奥まで押し込みます。

2. 用紙をセットする
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• 各給紙トレイには、サイドフェンスやエンドフェンスの位置を変更して、いろいろな
サイズの用紙をセットすることができます。用紙サイズを変更するときは、P.34「給
紙トレイの用紙サイズを変更する」を参照してください。

• トレイ 2～4 には、封筒をセットできます。セットするときは、正しい向きでセット
してください。詳しくは、P.49「封筒」を参照してください。

給紙トレイに用紙をセットする
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手差しトレイに用紙をセットする
給紙トレイにセットできないサイズの用紙や、はがき、OHP フィルム、ラベル紙（ハクリ
紙）などをセットできます。

• 手差しトレイにセットできる枚数は用紙の種類によって異なります。用紙は、用紙ガ
イド板の間に挿入できる量をセットしてください。上限を超えてセットすると、斜め
に印刷されたり、用紙がつまったりする原因となります。用紙種類ごとのセットでき
る上限枚数については、P.43「セットできる用紙サイズ、種類」を参照してくださ
い。

1.手差しトレイを開きます。

CJW013

2.印刷する面を下にし、「ピッ」というブザー音が鳴るまで用紙を軽く差し込み
ます。

3.解除レバーを押さえながら、用紙ガイド板を用紙サイズに合わせます。

用紙ガイド板が用紙サイズに合っていないと、斜めに印刷されたり、用紙がつまる原
因になります。

CJW014

• 手差しトレイにセットするときは、なるべく 方向にセットしてください。

2. 用紙をセットする
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• 手差しトレイを使用してコピーするときは、『コピー/ドキュメントボックス』「手差し
トレイからコピーする」を参照してください。パソコンから印刷するときは、P.19
「プリンター機能で手差しトレイを使用するときの設定」を参照してください。

• 用紙の種類によっては手差しトレイに用紙がセットされていても、用紙がセットされ
ていない表示になることがあります。そのときは用紙をセットしなおしてください。

• A4 、81/2×11 よりも大きいサイズの用紙をセットするときは、延長トレイを引き
出します。

•［基本設定］の［ブザー音］を［OFF］にすると、手差しトレイに用紙を差し込んだ
ときに「ピッ」というブザー音が鳴りません。詳しくは、『ネットワークの接続/シス
テム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。

• 印刷中に、セットした用紙が検知されなくなったときは、用紙をセットし直してくだ
さい。

• 自動的に読み取れないサイズの用紙をセットするときは、用紙のサイズを指定してく
ださい。手差しトレイで自動的に読み取れるサイズは、P.43「セットできる用紙サ
イズ、種類」を参照してください。用紙のサイズを指定する方法は、P.19「プリン
ター機能で手差しトレイを使用するときの設定」または『コピー/ドキュメントボック
ス』「手差しトレイからコピーする」を参照してください。

• 薄紙、厚紙、または OHP フィルムなどをセットするときは、用紙サイズと用紙種類
を設定します。

• レターヘッド紙をセットするときは、セット方向に注意が必要です。詳しくは、P.29
「天地の向き・表裏のある用紙（レターヘッド紙）」を参照してください。

• 手差しトレイには、はがきや封筒をセットできます。セットするときは、正しい向き
でセットしてください。詳しくは、P.49「封筒」、P.52「はがき」を参照してくだ
さい。

プリンター機能で手差しトレイを使用するときの設定

•［プリンター初期設定］の［システム設定］の［トレイ設定選択］で、［手差しトレ
イ］を［機器側設定優先］に設定すると、プリンタードライバーでの設定よりも、本
機の操作部での設定が有効になります。詳しくは、『プリンター』「システム設定」を
参照してください。

•［トレイ設定選択］の［手差しトレイ］の初期値は［ドライバー/コマンド優先］に設
定されています。

• ここで設定した内容は、次に設定し直すまで有効です。印刷が終了したら、次に作業
をする人のために、元の状態に設定し直してください。

• パソコンから印刷する方法は、『プリンター』「印刷する」を参照してください。

手差しトレイに用紙をセットする
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• 工場出荷時、［用紙設定］の［プリンター手差し用紙サイズ］は［自動検知］に設定
されています。

定形サイズの用紙をセットする

1.［初期設定/カウンター］キーを押します。

CJR003

2.［用紙設定］を押します。

3.［プリンター手差し用紙サイズ］を押します。

4.用紙サイズを選択します。

5.［設定］を押します。

6.［初期設定/カウンター］キーを押します。

• 薄紙、厚紙、または OHP フィルムなどをセットするときは、用紙サイズの他に用紙
種類を設定してください。

2. 用紙をセットする
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不定形サイズの用紙をセットする

1.［初期設定/カウンター］キーを押します。

CJR003

2.［用紙設定］を押します。

3.［プリンター手差し用紙サイズ］を押します。

4.［不定形サイズ指定］を押します。

不定形サイズがすでに設定されているときは、［サイズ変更］を押します。

5.［タテ］を押してから、テンキーで用紙のサイズを入力し、［ ］を押します。

6.［ヨコ］を押してから、テンキーで用紙のサイズを入力し、［ ］を押します。

7.［設定］を 2 回押します。

8.［初期設定/カウンター］キーを押します。

• 薄紙、厚紙、または OHP フィルムなどをセットするときは、用紙サイズの他に用紙
種類を設定してください。

薄紙、厚紙、OHP フィルムをセットする

• OHP フィルムタイプ PPC-FC などのカラー OHP 用紙は、表面に熱で溶けやすいコー
ティングが施されているため、使用しないでください。

• OHP フィルムに印刷するときは、必ず A4 、81/2×11 をセットし、用紙サイズ
を選択してください。

• OHP フィルムは印刷面が決まっています。カット部分に気をつけてセットしてくだ
さい。

• OHP フィルムに印刷するときは、印刷された OHP フィルムを 1 枚ずつ取り除いてく
ださい。

手差しトレイに用紙をセットする
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1.［初期設定/カウンター］キーを押します。

CJR003

2.［用紙設定］を押します。

3.［ 次へ］を押します。

4.［用紙種類設定：手差しトレイ］を押します。

5.セットする用紙の種類に応じて、適切な項目を選択します。

OHP フィルムをセットするときは、「用紙種類」から［OHP］を選択します。

普通紙の薄紙や厚紙をセットするときは、「用紙種類」から［表示しない］を、「用紙
厚さ」から適切な項目を選択します。

6.［設定］を押します。

7.［初期設定/カウンター］キーを押します。

• 紙厚の用紙設定については、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期
設定」を参照してください。

2. 用紙をセットする
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小サイズカセットに用紙をセットする

• 用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。

• 小サイズカセットを戻すときに勢いよく押し込むと、小サイズカセットのサイドフェ
ンスの位置がずれることがあります。

• 用紙を少数枚セットしたときは、サイドフェンスを寄せすぎないでください。用紙が
たるんでいると、きちんと用紙が送られないことがあります。

1.小サイズカセットをゆっくりと引き出します。

CJW027

2.印刷する面を上にして、用紙をそろえてセットします。

上限表示を超えないようにしてください。

CJW028

3.小サイズカセットをゆっくりと奥まで押し込みます。

• 小サイズカセットを取り付ける方法は、『本機のご利用にあたって』「小サイズカセッ
トを取り付ける」を参照してください。

• 小サイズカセットには、サイドフェンスやエンドフェンスの位置を変更して、いろい
ろなサイズの用紙をセットすることができます。用紙サイズを変更するときは、P.
37「小サイズカセットの用紙サイズを変更する」を参照してください。

小サイズカセットに用紙をセットする
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• 小サイズカセットには、はがきや封筒をセットできます。セットするときは、正しい
向きでセットしてください。詳しくは、P.49「封筒」、P.52「はがき」を参照して
ください。

2. 用紙をセットする
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トレイ 3（LCT）に用紙をセットする

• トレイ 3（LCT）は右側の用紙がなくなると、左側の用紙が自動的に右側に移動しま
す。トレイ 3（LCT）で用紙が移動する音がしているときは、トレイ 3（LCT）を引き
出さないでください。

• 右の用紙は右側によせて、左の用紙は左側によせてください。

• トレイ 3（LCT）は A4 専用の給紙トレイです。81/2×11 の用紙をセットするとき
は、サービス実施店に連絡してください。

1.トレイ 3（LCT）を引き出します。

CJW015

2.印刷する面を上にして、用紙をそろえてセットします。

上限表示を超えないようにしてください。

• トレイの両側が引き出せたとき

CJW016

• トレイの片側が引き出せたとき

トレイ 3（LCT）に用紙をセットする
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CJW017

3.トレイ 3（LCT）をゆっくりと奥まで押し込みます。

• トレイ 3（LCT）から給紙しているときでも、用紙を補給することができます。給紙
中のときは、トレイの左半分が引き出せます。

2. 用紙をセットする
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大量給紙トレイ（LCT）に用紙をセットする

• 大量給紙トレイ（LCT）は A4 専用の給紙トレイです。B5 または 81/2×11 の用紙を
セットするときは、サービス実施店に連絡してください。

1.大量給紙トレイ（LCT）のカバーを開けます。

CJW018

2.印刷する面を下にして、用紙をトレイの左側に突き当てるようにセットしま
す。

上限表示を超えないようにしてください。

CJW019

大量給紙トレイ（LCT）に用紙をセットする
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3.トレイ下降キーを押します。

CJW020

4.手順 2、3 を繰り返して用紙をセットします。

5.大量給紙トレイ（LCT）のカバーを閉めます。

2. 用紙をセットする
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天地の向き・表裏のある用紙（レターヘッド
紙）
レターヘッド紙やビジネス用便箋など、天地の向きや表裏がある用紙は、正しく印刷され
ないことがあります。使用する機能に合わせて、初期設定を変更してください。また、原
稿と用紙を正しくセットしてください。

初期設定の設定

• コピー機能を使用するとき

［コピー／ドキュメントボックス初期設定］の［周辺設定］で、［レターヘッド紙
使用設定］を［使用する］に設定してください。［レターヘッド紙使用設定］に
ついては、『コピー/ドキュメントボックス』「コピー／ドキュメントボックス初期
設定」を参照してください。

• プリンター機能を使用するとき

［プリンター初期設定］の［システム設定］で、［レターヘッド紙使用設定］を
［使用する（自動判定）］または［使用する（常時）］に設定してください。［レ
ターヘッド紙使用設定］については、『プリンター』「システム設定」を参照して
ください。

原稿と用紙のセット方向

使用しているアイコンの意味は次のとおりです。

アイコン 意味

読み取る面、印刷する面を上にセットしてください。

読み取る面、印刷する面を下にセットしてください。

• 原稿のセット方法

天地の向き・表裏のある用紙（レターヘッド紙）
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原稿の向き 原稿ガラス 自動原稿送り装置（ADF）

タテ長（ ）

ヨコ長（ ） • コピー機能のとき

• スキャナー機能のとき

• 用紙のセット方法

• コピー機能を使用するとき

印刷面
トレイ 1

トレイ 3（LCT）

トレイ 2～4
小サイズカセッ

ト

大量給紙トレ
イ（LCT）

手差しトレイ

片面時

両面時

• プリンター機能を使用するとき

印刷面
トレイ 1

トレイ 3（LCT）

トレイ 2～4
小サイズカセッ

ト

大量給紙トレ
イ（LCT）

手差しトレイ

片面時

両面時

2. 用紙をセットする
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• プリンター機能を使用するとき

• レターヘッド紙印刷設定を［使用する（自動判定）］に設定したときは、プリン
タードライバーの用紙種類が［レターヘッド付き用紙］の場合にレターヘッド紙
として印刷します。

• 印刷の途中で片面印刷から両面印刷になったときは、1 部目と 2 部目以降で片面
印刷の印刷面が異なる場合があります。印刷面を同一にしたいときは、片面印刷
のページと両面印刷のページで給紙するトレイを分けて、片面印刷を給紙するト
レイは両面印刷不可の設定をしてください。

• 両面印刷の方法は、『プリンター』「用紙の両面に印刷する」を参照してくださ
い。

• コピー機能を使用するとき

• 両面コピーの方法は、『コピー/ドキュメントボックス』「両面にコピーする」を参
照してください。

天地の向き・表裏のある用紙（レターヘッド紙）
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2. 用紙をセットする
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3. 用紙サイズを変更する
用紙サイズを変更する方法について説明します。

用紙サイズを変更するときの注意事項

• 用紙（記録紙）を交換するときは、指を挟んだり、けがをしないよう
に注意してください。

• セットする用紙の量は、給紙トレイ内に示された上限表示を超えないようにしてくだ
さい。

• トレイ 3（LCT）と大量給紙トレイ（LCT）は A4 専用の給紙トレイです。その他の
用紙サイズに変更するときは、サービス実施店に連絡してください。それぞれのトレ
イにセットできる用紙サイズは以下のとおりです。

• トレイ 3（LCT）：81/2×11

• 大量給紙トレイ（LCT）：B5 、81/2×11

• 用紙のサイズを変更したときは、［用紙設定］でサイズ表示と初期設定値を正しく変
更してください。用紙がつまることがあります。［用紙サイズ設定：トレイ 1］～［用
紙サイズ設定：トレイ 4］については、『ネットワークの接続/システム初期設定』「シ
ステム初期設定」を参照してください。

• 複数枚の用紙が重なったまま一度に送られないように、用紙をパラパラとほぐしてか
らセットしてください。

• カールしている用紙、そりのある用紙は直してからセットしてください。

• セットできる用紙サイズ、種類は、P.43「セットできる用紙サイズ、種類」を参照
してください。
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給紙トレイの用紙サイズを変更する
用紙サイズを変更する方法は各トレイとも同じです。ここでは、トレイ 2 の用紙サイズを
変更する方法を例に説明します。

• トレイ 1 には用紙サイズの自動検知機能がありません。操作パネルで用紙サイズを
設定してください。用紙サイズの設定方法は、P.40「自動検知されないサイズの用
紙をセットする」を参照してください。

• 用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。

• サイドフェンスを用紙幅にすき間なく押し当てた状態で、ロックボタンを押してサイ
ドフェンスを固定してください。用紙とサイドフェンスの間にすき間があると、画像
がずれたり、薄紙を使用したときにしわになったりすることがあります。

• 給紙トレイを戻すときに勢いよく押し込むと、トレイのサイドフェンスの位置がずれ
ることがあります。

• 用紙を少数枚セットしたときは、サイドフェンスを寄せすぎないでください。サイド
フェンスを寄せすぎると、端が折れたり、用紙がつまったり、薄紙を使用したときに
しわになることがあります。

1.給紙トレイから用紙が給紙されていないことを確認し、給紙トレイをゆっく
りと引き出します。

CJW021

2.用紙がセットされているときは取り出します。

3. 用紙サイズを変更する
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3.サイドフェンスのロックを解除します。

CJW022

4.解除レバーを押しながらサイドフェンスを広げます。

CJW023

5.エンドフェンスを広げます。

CJW024

1

12

1. エンドフェンスの両脇をつまむ。

2. エンドフェンスを広げる。

6.印刷する面を上にして、用紙をそろえてセットします。

上限表示を超えないようにしてください。

給紙トレイの用紙サイズを変更する
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CJW025

7.解除レバーを押さえながら、サイドフェンスとエンドフェンスをセットした
用紙サイズに合わせます。

CJW026

8.サイドフェンスをロックします。

9.給紙トレイをゆっくりと奥まで押し込みます。

10.画面で用紙サイズを確認します。

• トレイ 2～4 には、封筒をセットできます。セットするときは、正しい向きでセット
してください。詳しくは、P.49「封筒」を参照してください。

3. 用紙サイズを変更する
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小サイズカセットの用紙サイズを変更する

• 用紙の先端が右側にそろっていることを確認してください。

• サイドフェンスを用紙幅にすき間なく押し当てた状態で、ロックボタンを押してサイ
ドフェンスを固定してください。用紙とサイドフェンスの間にすき間があると、画像
がずれたり、薄紙を使用したときにしわになったりすることがあります。

• 給紙トレイを戻すときに勢いよく押し込むと、トレイのサイドフェンスの位置がずれ
ることがあります。

• 用紙を少数枚セットしたときは、サイドフェンスを寄せすぎないでください。サイド
フェンスを寄せすぎると、端が折れたり、用紙がつまったり、薄紙を使用したときに
しわになることがあります。

1.小サイズカセットから用紙が給紙されていないことを確認し、小サイズカ
セットをゆっくりと引き出します。

CJW029

2.用紙がセットされているときは取り出します。

3.サイドフェンスのロックを解除します。

CJW030

小サイズカセットの用紙サイズを変更する
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4.解除レバーを押しながらサイドフェンスを広げます。

CJW031

5.エンドフェンスを広げます。

CJW032

1

12

1. エンドフェンスの両脇をつまむ。

2. エンドフェンスを広げる。

6.印刷する面を上にして、用紙をそろえてセットします。

上限表示を超えないようにしてください。

CJW033

3. 用紙サイズを変更する

38



7.解除レバーを押さえながら、サイドフェンスとエンドフェンスをセットした
用紙サイズに合わせます。

CJW034

8.サイドフェンスをロックします。

9.小サイズカセットをゆっくりと奥まで押し込みます。

10.画面で用紙サイズを確認します。

• 小サイズカセットには、はがきや封筒をセットできます。セットするときは、正しい
向きでセットしてください。詳しくは、P.49「封筒」、P.52「はがき」を参照して
ください。

• 小サイズカセットには用紙サイズの自動検知機能がありません。操作パネルで用紙
サイズを設定してください。用紙サイズの設定方法は、P.40「自動検知されないサ
イズの用紙をセットする」を参照してください。

• 小サイズカセットを取り付ける方法は、『本機のご利用にあたって』「小サイズカセッ
トを取り付ける」を参照してください。

小サイズカセットの用紙サイズを変更する
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自動検知されないサイズの用紙をセットす
る
自動検知されないサイズの用紙をセットするときは、操作部で用紙サイズを設定する必要
があります。

1.［初期設定/カウンター］キーを押します。

CJR003

2.［用紙設定］を押します。

3.用紙サイズを設定したいトレイを選択します。

4.セットした用紙サイズとセット方向の組み合わせを選択して、［設定］を押し
ます。

5.［初期設定/カウンター］キーを押します。

• 自動検知可能な用紙サイズについては、P.43「セットできる用紙サイズ、種類」を
参照してください。

• サイズが自動検知されない用紙で印刷したあと、自動検知される用紙で印刷するとき
は、自動検知の設定に戻す必要があります。用紙をセットし直してから手順 4 まで進
み、［自動検知］を選択して［設定］を押すと、自動検知の設定に戻ります。［初期設

3. 用紙サイズを変更する
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定/カウンター］キーを押して通常の画面に戻ると、自動検知される用紙での印刷やコ
ピーを開始できます。

自動検知されないサイズの用紙をセットする
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3. 用紙サイズを変更する
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4. セットできる用紙
各トレイに使用できる用紙のサイズと種類、使用できない用紙、用紙の保管方法について
説明します。

セットできる用紙サイズ、種類
各トレイにセットできる用紙の種類、サイズ、枚数について説明します。

• 湿気を吸ったそりのある用紙を使用すると、ステープラーの針がつまったり、紙づま
りを起こすことがあります。

• インクジェット専用紙、ジェルジェット専用紙はセットしないでください。故障の原
因となります。

• OHP フィルムをセットするときは、表裏を誤らないように注意してください。故障の
原因となります。

• 厚紙をセットするときは、P.48「厚紙」を参照してください。

• 封筒をセットするときは、P.49「封筒」を参照してください。

• はがきをセットするときは、P.52「はがき」を参照してください。

本体給紙トレイ 1

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙
52～256g/m2

（45～220kg）

初期設定で用紙サイズの設定が必要：A4
、A5 、B5 、81/2×11

580 枚

本体給紙トレイ 2、給紙テーブル（トレイ 3～4）

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙
52～256g/m2

（45～220kg）

• 自動検知される用紙サイズ：
A3 、A4 、A5 、B4 、B5 、
81/2×11

• 初期設定で用紙サイズの設定が必
要：
11×17 、81/2×14 、81/2×11

• 不定形サイズ：
タテ 182.0～297.0mm*1、ヨコ 148.0
～432.0mm

580 枚

封筒 初期設定で用紙サイズの設定が必要：角
形 2 号

50 枚*2
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*1 タテの長さが 279mm を超える用紙をセットするときは、ヨコの長さが 420mm 以下の用
紙を使用してください。

*2 フラップ（ふた）を開いてセットしてください。

小サイズカセット

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙
52～256g/m2

（45～220kg）

• 初期設定で用紙サイズの設定が必要：
A4 、A5 、A6 、B5 、B6 、
81/2×11 、51/2×81/2

• 不定形サイズ：
タテ 100.0～220.0mm、ヨコ 148.0～
432.0mm

580 枚

郵便はがき 初期設定で用紙サイズの設定が必要：郵便
ハガキ

200 枚

往復はがき
（折り目のないもの）

初期設定で用紙サイズの設定が必要：往復
ハガキ

200 枚

封筒 初期設定で用紙サイズの設定が必要：洋形
2 号 、長形 3 号 、洋長 3 号 、洋形 4
号

• 50 枚（長形 3
号 *1、洋形 2
号 *1）

• 25 枚（洋形 2
号 *2、洋長 3
号 *2、洋形 4
号 *2）

*1 フラップ（ふた）を開いてセットしてください。

*2 フラップ（ふた）を閉じてセットしてください。

手差しトレイ

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙
52～300g/m2

（45～258kg）

• 自動検知される用紙サイズ：
A3 、A4 、A5 、B4 、B5
、B6

• 用紙サイズの設定が必要*1：
A6 、11×17 、81/2×14 、81/2×11

、51/2×81/2 、12×18
• 用紙サイズの入力が必要*2：

• タテ：90.0～305.0m
• ヨコ：148.0～457.2mm*3

（プリンター、ファクス使用時
は、148.0～600.0mm）

100 枚（普通上質紙
10mm の高さを 100
枚とする）
40 枚（厚紙 1）
20 枚（厚紙 2、厚紙
3）
16 枚（厚紙 4）

トレーシングペーパー
（第二原図用紙）

A3 、A4 、B4 、B5 1 枚

OHP フィルム A4 、81/2×11 50 枚

4. セットできる用紙
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セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

郵便はがき 自動検知される用紙サイズ： 郵便ハガキ 35 枚

往復はがき
（折り目のないもの）

用紙サイズの設定が必要*1：
往復ハガキ

35 枚

封筒 用紙サイズの設定が必要*1：
洋形 2 号 、長形 3 号 、長形 4 号 、
洋長 3 号 、洋形 4 号 、角形 2 号

10 枚

ラベル紙（ハクリ紙） B4 、A4 30 枚

*1 用紙サイズを選択してください。コピー機能を使用するときは、『コピー/ドキュメント
ボックス』「手差しトレイから定形サイズの用紙にコピーする」を参照してください。プ
リンター機能を使用するときは、P.20「定形サイズの用紙をセットする」を参照してくだ
さい。

*2 用紙サイズを入力してください。コピー機能を使用するときは、『コピー/ドキュメント
ボックス』「手差しトレイから不定形サイズの用紙にコピーする」を参照してください。
プリンター機能を使用するときは、P.21「不定形サイズの用紙をセットする」を参照して
ください。

*3 432mm 以上の用紙を使用すると、しわができたり、用紙が送られなかったり、紙づまり
を起こすことがあります。

トレイ 3（LCT）

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙
52～256g/m2

（45～220kg）

A4 、81/2×11 *1 1,250 枚＋ 1,250 枚

*1 81/2×11 をセットするときは、サービス実施店に連絡してください。

大量給紙トレイ（LCT）

セットできる種類 セットできる用紙サイズ セットできる枚数

普通上質紙、厚紙
60～216g/m2

（52～186kg）

A4 、B5 *1、81/2×11 *1 1,500 枚

*1 B5 、81/2×11 をセットするときは、サービス実施店に連絡してください。

用紙厚さについて*1

用紙厚さの定義は、以下のとおりです。

用紙厚さ 最小用紙紙厚 最大用紙紙厚

薄紙*2 52g/m2（45kg） 59g/m2（51kg）

セットできる用紙サイズ、種類
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用紙厚さ 最小用紙紙厚 最大用紙紙厚

普通紙 1 60g/m2（52kg） 74g/m2（63kg）

普通紙 2 75g/m2（64kg） 81g/m2（70kg）

中厚口 82g/m2（70kg） 105g/m2（90kg）

厚紙 1 106g/m2（91kg） 169g/m2（145kg）

厚紙 2 170g/m2（146kg） 220g/m2（189kg）

厚紙 3 221g/m2（190kg） 256g/m2（220kg）

厚紙 4 257g/m2（221kg） 300g/m2（258kg）

*1 最小用紙紙厚または最大用紙紙厚に近い厚さの用紙を使用すると、印刷結果が不適切にな
ることがあります。そのときは、用紙厚さを薄め/厚めの設定に切り替えて印刷してくだ
さい。

*2 薄紙を使用するとき、用紙の種類によっては、端が折れたり用紙がつまることがありま
す。

［普通紙 1］、［普通紙 2］について

［システム初期設定］の［用紙設定］で各トレイの用紙種類設定を［普通紙］に設定
したときの工場出荷時の設定は［普通紙 1］です。

74g/m2（63kg）を超える用紙をセットするときは［調整／管理］の［普通紙設定］で
［普通紙 2］を使用するトレイに設定してください。

設定方法について詳しくは、P.55「普通紙設定」を参照してください。

［特殊紙 1］、［特殊紙 2］、［特殊紙 3］について

用紙の用途に合わせて［特殊紙 1］、［特殊紙 2］、［特殊紙 3］の 3 種類の異なる条件
を設定できます。

利用するときには、あらかじめサービス実施店に連絡してください。

• 用紙の種類によっては用紙をさばく音が発生することがありますが品質には影響あ
りません。（音の発生しやすい用紙：ツルツルすべる用紙、OHP フィルム、トレーシ
ングペーパー（第二原図用紙）、郵便はがきなど）

• 普通上質紙のセットできる枚数は、「マイペーパー」のときの枚数を記載しており、
目安を表しています。

• 用紙をセットするときは、上限表示を超えないようにしてください。紙厚や用紙の状
態により、セットできる枚数は異なります。

• 重送が発生したときは、用紙をさばいてセットするか、手差しトレイに 1 枚ずつセッ
トしてください。

• 用紙はできるだけ当社製品を使用してください。用紙の厚さが適当であれば市販さ
れているものを使用できます。「マイペーパー」程度のものが最適です。

• カールやそりがあるときは矯正してからセットしてください。

4. セットできる用紙
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• はがきをセットするときは、P.52「はがき」を参照してください。

• 封筒をセットするときは、P.49「封筒」を参照してください。

• 厚紙（106～300g/m2（91～258kg））をセットするときは、P.48「厚紙」を参照して
ください。

• 光沢のある紙や厚さ 82～300g/m2（70～258kg）の用紙に印刷するとき、解像度が
1200dpi に設定されているときは、印刷速度が遅くなることがあります。

• レターヘッド紙を使用するときは、機能によって用紙のセット方向や向きが異なりま
す。P.29「天地の向き・表裏のある用紙（レターヘッド紙）」を参照してください。

• 同じサイズ、同じ方向の用紙が複数の給紙トレイにセットされていると、コピー中に
用紙がなくなったとき自動的に他の給紙トレイから続けて給紙できます。これを「リ
ミットレス給紙」といいます。（ただし「用紙種類設定」で再生紙や特殊紙を設定し
たトレイは同じ設定をした他のトレイにのみリミットレス給紙します。）大量にコ
ピーするときでも、用紙補給でコピーが中断されずにすみます。給紙トレイの用紙種
類は、［用紙種類設定：トレイ 1］～［用紙種類設定：トレイ 4］、［用紙種類設定：大
量給紙トレイ］、または［用紙種類設定：手差しトレイ］で設定できます。『ネット
ワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。「リミッ
トレス給紙」については、『コピー/ドキュメントボックス』「基本コピー設定」を参照
してください。

• ラベル紙（ハクリ紙）をセットするとき

• ラベル紙（ハクリ紙）のセット枚数は「リコー PPC 用紙タイプ SA」使用時のも
のです。

• ラベル紙（ハクリ紙）は当社製品をお勧めします。指定以外の用紙を使用したと
きは、正常な動作および品質の保証ができません。

• なるべく 1 枚ずつセットしてください。

• 手差しトレイを選択して［ ］キーを押し、「手差し用紙設定」画面の［用紙種
類］で［厚紙 1］、［厚紙 2］、［厚紙 3］、［厚紙 4］のいずれかを選択してくださ
い。

• OHP フィルムをセットするとき

• なるべく 1 枚ずつセットしてください。

• OHP フィルムにコピーするときは、『コピー/ドキュメントボックス』「OHP フィ
ルムにコピーする」を参照してください。

• パソコンから OHP フィルムに印刷するときは、P.21「薄紙、厚紙、OHP フィル
ムをセットする」を参照してください。

• さばいてからセットしてください。トレイにセットしたまま放置していると密
着して用紙送りを妨げる原因になります。

• 出てきた出力紙は 1 枚ずつ取り除いてください。

• 印刷速度が遅くなることがあります。

• トレーシングペーパー（第二原図用紙）をセットするとき

セットできる用紙サイズ、種類
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• 出てきた出力紙は 1 枚ずつ取り除いてください。

• トレーシングペーパー（第二原図用紙）のセット枚数は、「リコー PPC 用紙 タイ
プ TA」使用時のものです。

• トレーシングペーパー（第二原図用紙）は、縦目通紙で使用してください。用紙
には繊維の流れる方向（すき目）によって、縦目（T 目）と横目（Y 目）があり
ます。用紙は推奨すき目にしたがってセットします。

• 吸湿によりカールしやすいため、カールが大きいときは矯正してからセットして
ください。

• コート紙をセットするとき

•「システム初期設定」の［用紙設定］で、各トレイの「用紙種類設定」の「用紙
種類」を［コート紙］に、「用紙厚さ」を［厚紙 1］に設定してください。

• 光沢が強めのコート紙をセットするときは、システム初期設定の用紙設定で、各
トレイの「用紙種類設定」の「用紙種類」を［コート紙：光沢強め］に設定して
ください。

• コート紙や光沢紙を使用するときは、用紙をさばいてから使用してください。

• 重送、紙づまり、異常音が発生するときは、1 枚ずつ手差しトレイに用紙をセッ
トしてください。

厚紙

厚紙をセットするときの推奨条件について説明します。

本体給紙トレイ、給紙テーブル、小サイズカセット、またはトレイ 3（LCT）に 106～256g/
m2（91～220kg）の厚紙をセットするとき、大量給紙トレイ（LCT）に 106～216g/m2（91
～186kg）の厚紙をセットするとき、ならびに手差しトレイに 106～300g/m2（91～258kg）
の厚紙をセットするときは、以下の推薦条件で使用してください。推奨条件以外で使用す
ると、紙づまりの原因になったり、印刷品質に影響が出ることがあります。

• 推奨室内環境：温度 20～25℃、湿度 30～65％の室内環境で、同一環境で保管された
用紙を使用してください。

• 本体給紙トレイ、給紙テーブル、または小サイズカセットに厚紙をセットするとき
は、20 枚以上をセットしてください。また、用紙をセットしたあと、サイドフェンス
を用紙へ軽く突き当て直してください。

• 表面が滑らかな厚紙を使用するときは、印刷のたびに用紙をさばいてからセットして
ください。紙づまりや重送が発生することがあります。用紙をさばいてからセット
しても重送や紙づまりが発生するときは、1 枚ずつ用紙をセットしてください。

• 用紙の推奨すき目：用紙には繊維の流れる方向（すき目）によって、縦目（T 目）と
横目（Y 目）があります。用紙は推奨すき目にしたがって次のようにセットしてくだ
さい。

4. セットできる用紙
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用紙のすき目
トレイ 1 または
トレイ 3（LCT）

トレイ 2～4 ま
たは小サイズカ

セット

大量給紙トレイ
（LCT）

手差しトレイ

推奨しません。 推奨しません。

• 印刷速度が遅くなることがあります。

•「システム初期設定」の［用紙設定］で［厚紙 1］、［厚紙 2］、［厚紙 3］、［厚紙 4］の
いずれかを選択してください。

• 推奨条件で使用したときでも、用紙によっては正常な動作および品質の保証ができな
いことがあります。

• 用紙に縦スジ（折れ癖）が目立つことがあります。

• 印刷後のカールが大きいことがあります。そのときは矯正してください。

封筒

封筒をセットするときの推奨条件について説明します。

• 窓付き封筒は使用しないでください。

• のり付き封筒は、のりで封筒同士が貼りつくことがあります。さばいてからセットし
てください。封筒同士が貼りつくときは、1 枚ずつセットしてください。

• 封筒のフラップ（ふた）の長さや形状によっては紙づまりが起こることがあります。

• 封筒のフラップ（ふた）を開いてセットするときは、フラップ（ふた）を広げたとき
の幅が 148mm 以上になる封筒を使用してください。また、用紙が正しく送られるよ
うに、封筒のフラップ（ふた）を完全に開いた状態でセットしてください。

• 封筒を押さえて中の空気を抜き、四辺の折り目をしっかりと押さえてからセットして
ください。また封筒がそっていたり曲がっているときは、鉛筆や定規でまっすぐに直
してからセットしてください。

コピー機能を使用するとき

封筒の形やセットする向きによって、原稿ガラスやトレイにセットする方法が異なり
ます。封筒にコピーするときは、次のようにセットしてください。

セットできる用紙サイズ、種類
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封筒をセットする方法

封筒の種類と向
き

原稿ガラス
給紙トレイ 2～4
小サイズカセット

手差しトレイ

角形/長形封筒

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：左側
• 読み取り面：下

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：右側
• 印刷する面：上

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：左側
• 印刷する面：下

洋形/洋長形封
筒

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：左側
• 読み取り面：下

*1

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：右側
• 印刷する面：上

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：左側
• 印刷する面：下

洋形/洋長形封
筒

• フラップ：閉じる
• 封筒の下辺：奥側
• 読み取り面：下

*1

• フラップ：閉じる
• 封筒の下辺：奥側
• 印刷する面：上

• フラップ：閉じる
• 封筒の下辺：奥側
• 印刷する面：下

*1 小サイズカセットのとき。

封筒をセットしたあと、用紙サイズと用紙種類を設定してください。『コピー/ドキュ
メントボックス』「封筒にコピーする」を参照してください。

プリンター機能を使用するとき

封筒の形やセットする向きによって、トレイにセットする方法が異なります。封筒に
印刷するときは、次のようにセットしてください。

4. セットできる用紙
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封筒をセットする方法

封筒の種類と向き
給紙トレイ 2～4
小サイズカセット

手差しトレイ

角形/長形封筒

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：右側
• 印刷する面：上

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：左側
• 印刷する面：下

洋形/洋長形封筒 *1

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：右側
• 印刷する面：上

• フラップ：開く
• 封筒の下辺：左側
• 印刷する面：下

洋形/洋長形封筒 *1

• フラップ：閉じる
• 封筒の下辺：奥側
• 印刷する面：上

• フラップ：閉じる
• 封筒の下辺：奥側
• 印刷する面：下

*1 小サイズカセットのとき。

封筒をセットしたあと、プリンタードライバーと操作部の両方で、用紙の種類を「封
筒」に設定してください。また、用紙の厚さを設定してください。『プリンター』「は
がき、封筒に印刷する」を参照してください。

洋形封筒や洋長形封筒をヨコ長 にして印刷するときは、プリンタードライバーの
［その他］タブを選択し、［180 度回転］にチェックを入れて印刷してください。

使用できる封筒

使用できる封筒については、リコーホームページ（http://www.ricoh.co.jp）を確認す
るか、販売店・サービス実施店に問い合わせてください。

トレイによってセットできる封筒サイズが異なります。詳しくは、P.43「セットでき
る用紙サイズ、種類」を参照してください。

セットできる用紙サイズ、種類
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• 一度にセットする封筒は、同じサイズ、同じ用紙種類の封筒にしてください。

• 封筒には両面印刷できません。

• 出力品質を保つため、上下左右の余白はそれぞれ 15mm 以上になるようにしてくださ
い。

• 周囲と異なる厚みの部分があると、均一に印刷できないことがあります。2、3 枚通紙
して、印刷結果を確認してください。

• 封筒に印刷するときは、普通紙に印刷するときより印刷速度が遅くなります。

• 本体トレイ以外を排紙先に指定していても、本体トレイに排紙されます。

• 印刷後、封筒が大きくカールしたときは、しごいて直してください。

• 湿気を吸った封筒は使用しないでください。

• 高温になるところや湿気の多いところで印刷すると、うまく印刷されなかったり封筒
にしわができたりすることがあります。

• 推奨封筒または推奨封筒以外でも、環境によってはしわが発生するなど、正しく印刷
されないことがあります。

• 場合によっては、封筒の長辺の端に細かいしわができて排紙されたり、裏面が汚れて
排紙されたり、ぼやけて印刷されることがあります。また黒くベタ刷りするときに、
封筒の用紙が重なりあっている部分にすじが入ることがあります。

はがき

はがきをセットするときの推奨条件について説明します。

• 市販の郵便はがきがセットできます。

• 往復はがきは折り目のないものを使用してください。

• 用紙がカールしていると、紙づまりの原因になったり、印刷品質に影響が出たりしま
す。カールを直してから用紙をセットしてください。

• はがきをセットするときは、パラパラとほぐしてから端をそろえてください。

4. セットできる用紙
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コピー機能を使用するとき

はがきの種類と向きによって、原稿ガラスやトレイにセットする方法が異なります。
はがきにコピーするときは、次のようにセットしてください。

はがきをセットする方法

はがきの種類
と向き

原稿ガラス 小サイズカセット 手差しトレイ

郵便はがき

• はがきの下辺：右
側

• 読み取り面：下

• はがきの下辺：左
側

• 印刷する面：上

• はがきの下辺：右
側

• 印刷する面：下

往復はがき

• はがきの下辺：手
前側

• 読み取り面：下

• はがきの下辺：手
前側

• 印刷する面：上

• はがきの下辺：手
前側

• 印刷する面：下

往復はがき

• はがきの下辺：右
側

• 読み取り面：下

• はがきの下辺：左
側

• 印刷する面：上

• はがきの下辺：右
側

• 印刷する面：下

はがきをセットしたあと、用紙サイズと用紙種類を設定してください。『コピー/ド
キュメントボックス』「はがきにコピーする」を参照してください。

セットできる用紙サイズ、種類
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プリンター機能を使用するとき

はがきの種類と向きによって、トレイにセットする方法が異なります。はがきに印刷
するときは、次のようにセットしてください。

はがきをセットする方法

はがきの種類と向き 小サイズカセット 手差しトレイ

郵便はがき

• はがきの下辺：左側
• 印刷する面：上

• はがきの下辺：左側
• 印刷する面：下

往復はがき

• はがきの下辺：手前側
• 印刷する面：上

• はがきの下辺：手前側
• 印刷する面：下

往復はがき

• はがきの下辺：左側
• 印刷する面：上

• はがきの下辺：左側
• 印刷する面：下

はがきをセットしたあと、用紙サイズと用紙種類を設定してください。『プリンター』
「はがき、封筒に印刷する」を参照してください。

• 往復はがきには両面印刷できません。

• 両面印刷できる用紙紙厚を超えるため、市販の郵便はがきには両面印刷できません。

• はがきに印刷するときは、普通紙に印刷するときより印刷速度が遅くなります。

• 郵便はがきの厚紙の種類は［厚紙 2］をお勧めします。使用するはがきの用紙厚さに
合わせて設定を変更してください。それぞれの設定の用紙厚さについては、P.43

「セットできる用紙サイズ、種類」を参照してください。

4. セットできる用紙
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普通紙設定
セットする普通紙の種類として、紙の厚さにより［普通紙 1］、［普通紙 2］のどちらかを
選択します。

［システム初期設定］の［用紙設定］で、各トレイの「用紙種類設定」の「用紙厚さ」を
［普通紙］に設定したときは、セットした紙の厚さによって［調整／管理］の［普通紙設
定］で［普通紙 1］または［普通紙 2］のどちらかを選択します。工場出荷時は［普通紙
1］に設定されています。

•［普通紙 1］は 60～74g/m2（52～63kg）の用紙をセットするときに設定します。

•［普通紙 2］は 75～81g/m2（64～70kg）の用紙をセットするときに設定します。

1.［初期設定/カウンター］キーを押します。

CJR003

2.［調整／管理］を押します。

3.［普通紙設定］を押します。

4.セットする用紙に合わせて、各トレイの普通紙の種類を選択し、［設定］を押
します。

5.［初期設定/カウンター］キーを押します。

•［システム初期設定］の［用紙設定］の各トレイの用紙種類設定で「用紙厚さ」を設
定できます。用紙の厚さについては、P.43「セットできる用紙サイズ、種類」を参照
してください。［システム初期設定］の［用紙設定］については、『ネットワークの接
続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。

普通紙設定
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使用できない用紙

• ステープラーの針がついたままの用紙や銀紙、カーボン含有紙等の導
電性の用紙は使用しないでください。火災の原因になります。

• 次のような表面が加工された用紙は使用しないでください。故障の原因になります。

• インクジェット用紙/ジェルジェット用紙

• 感熱紙

• アート紙

• 銀紙

• カーボン紙

• 導電性の用紙

• ミシンがけ用紙

• ふちどり用紙

• 窓付き封筒

• コピーの二重通しはしないでください。故障の原因になります。（二重通しとは、同
じコピー面にコピーすることです。）

• OHP フィルムタイプ PPC-FC などのカラー OHP 用紙は、表面に熱で溶けやすいコー
ティングが施されているため、使用しないでください。

• 次の用紙はセットしないでください。紙づまりが発生することがあります。

• そり、折れ、しわのある用紙

• 穴があいている用紙

• ツルツルすべる用紙

• 破れのある用紙

• すべりにくい用紙

• 薄くてやわらかい用紙

• 表面に紙粉が多い用紙

• 推奨用紙を使用したときでも、用紙の状態によっては紙づまりが発生することがあり
ます。

• 目の粗いまたは凹凸のある用紙に印刷すると画像がかすれることがあります。

4. セットできる用紙
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• 本機以外で一度コピーまたは印字された用紙は再使用しないでください。用紙の保
管状態によっては、紙づまりなどが発生することがあります。

• 絵入りのはがきなどを給紙すると、絵柄裏写り防止用の粉が給紙ローラーに付着し、
給紙できなくなることがあります。

使用できない用紙

57



用紙の保管
• 用紙の保管には、次の注意を守ってください。

• 直射日光の当たらないところに置いてください。

• 乾燥したところ（湿度 70%以下）に置いてください。

• 平らなところに置いてください。

• 用紙は立てかけないでください。

• 一度開封した用紙は湿気を吸わないようにポリ袋に入れてください。

4. セットできる用紙

58



MEMO

59



MEMO

60 JA JP   D143-7014A





JA JP 2012年5月 D143-7014A © 2011,2012 Ricoh Co., Ltd.


	imagio MP C5002/C4002/C3302/C2802シリーズ 使用説明書 <用紙の仕様とセット方法>
	目次
	1. 原稿をセットする
	セットできる原稿サイズと紙厚
	最大読み取り範囲
	原稿ガラスにセットしているとき
	自動原稿送り装置（ADF）にセットしているとき

	画像欠け範囲

	自動的に検知される原稿サイズ
	サイズを読み取りにくい原稿

	原稿ガラスにセットする
	原稿忘れ検知

	自動原稿送り装置（ADF）にセットする
	自動原稿送り装置（ADF）にセットできない原稿


	2. 用紙をセットする
	用紙をセットするときの注意事項
	給紙トレイに用紙をセットする
	手差しトレイに用紙をセットする
	プリンター機能で手差しトレイを使用するときの設定
	定形サイズの用紙をセットする
	不定形サイズの用紙をセットする
	薄紙、厚紙、OHPフィルムをセットする


	小サイズカセットに用紙をセットする
	トレイ3（LCT）に用紙をセットする
	大量給紙トレイ（LCT）に用紙をセットする
	天地の向き・表裏のある用紙（レターヘッド紙）

	3. 用紙サイズを変更する
	用紙サイズを変更するときの注意事項
	給紙トレイの用紙サイズを変更する
	小サイズカセットの用紙サイズを変更する
	自動検知されないサイズの用紙をセットする

	4. セットできる用紙
	セットできる用紙サイズ、種類
	厚紙
	封筒
	はがき

	普通紙設定
	使用できない用紙
	用紙の保管



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /DetectCurves 0.000000
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveFlatness true
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


